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～気象庁防災情報XMLを活用した住民情報サービス実証実験～
関西部会活動報告

XMLコンソーシアムDay 
関西部会
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本日の発表

１） 活動概要

２） 全体構成

３） 提供サービス
－住民情報サービス

－気象庁情報取得サービス

－自治体提供サービス

４） デモンストレーション

５） まとめ
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© XML Consortium

活動履歴

いまどこで何してますのん！（Web2.0アプリ）

いまどこで何してますのん２！（ガジェット版）

花屋モデル（ビジネスプロセスから実装まで）

WebAPIを使ってみよう！（RIA）

実装や調査を
参加者の自身のための活動を！

防災XML実証
地域の距離はあっても同じコンソーシアムとして合同の活動
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© XML Consortium

参加メンバー

株式会社電通国際情報サービス 芦田尚人
株式会社電通国際情報サービス 中川聖悠
株式会社電通国際情報サービス 伊川和宏
株式会社JIEC 赤松芳彦
株式会社JIEC 土井契
株式会社JIEC 坂口文吾
株式会社JIEC 大岩正典
株式会社JIEC 小菅史人
株式会社JIEC 岡本一貴
株式会社JIEC 伊藤寛
株式会社JIEC 内村正法
株式会社JIEC 西村俊希
株式会社STNet 阿部淳也
株式会社STNet 柏原丈二
日本アイ･ビー･エム株式会社伊藤健太郎
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© XML Consortium

今回の実証実験における部会間連携

ビジネスイノベーション部会

関西部会Webサービス実証部会２

ハザードマップ実装

次世代Web活用部会

SOA部会Webサービス実証部会１

シナリオ

ハザードマップ設計非常時サテライト実装

シナリオ
（ハザードマップ）

ご意見

気象庁様 基礎自治体様ご意見
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防災情報XML活用モデル案

気象庁
気象業務
支援センター

情報配信
事業者

住民
水害状況（写メ、文章）

想定される地区毎
風水害情報

テーマ：当事者意識の喚起

「我が事と思える情報」の提供

•降水量を使い、住民が登録した過去の災害情報から似通った情報を
取り出し提示する
•平常時、地域の活動（休日診療や美術館の開館状況）がリアルタイ
ムに把握できる

特徴
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7

システム化範囲（アクター）

危機管理配信業者を取り巻く
アクターに限定
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8

システム化範囲（災害）

管理する情報は、雨量に限定
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全体構成：利用者の関係

気象庁・気象業務支援センター 危機管理配信業者A社・B社・・
（配信システムを保有）

防災情報XML

基礎自治体

地元データの提供
・非常時施設情報
・雨量
・被災情報（写真等）

防災情報の提供

住民
（メイン受益者）

災害状況
の報告
（主に写真）

防災情報の提供
・当日の予報警報
・当日の災害情報
雨量、災害写真など
・過去の災害情報
雨量、災害写真など
・非常時施設情報

（予報・警報）

関西部会の説明対象

データの確認
・災害情報（写真等）
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ハザードマップ実装

基礎自治体

住民

関西部会
住民提供サービス

気象庁防災情報収集
サービス

表示情報管理サービス

気象庁
災害情報XML作成

気象庁（気象業務支援センター）

危機管理配信業者社

雨量セマンティック検索
サービス

Webサービス実証部会

自治体情報登録サービス

写真登録・管理サービス

次世代Web活用部会
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© XML Consortium

Web
ブラウザ
Silverlight

基礎自治体

住民

Android
携帯端末

IIS/SL（プレゼンテーション層）

現在気象
災害情報表示
（天気予報・台風など）

過去気象
災害情報表示
（天気予報・台風など）

Web
ブラウザ
Silverlight

施設・雨量・ライフライン
情報入力

Google
Maps

天気図
など

GoogleAppEngine（コントロール層）

施設・雨量・ライフライン
登録

BigTable
（キーバリュー型）

現在気象災害情報
登録管理

災害時写真登録・管理
気象庁防災情報配信

危機管理配信業者A社
（Webサービス実証部会）

過去気象災害情報
登録管理

写真URI、
現在と過去の
災害情報、
施設、雨量、
ライフライン

気象庁
災害情報XML作成

気象庁（気象業務支援センター）
登録

危機管理配信業者B社（関西部会）

取得

予報
警報

全体構成：システム構成

①①住民情報サービス住民情報サービス

②②気象庁情報取得サービス気象庁情報取得サービス

③③自治体提供自治体提供
サービスサービス
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デモストレーション
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気象庁情報取得サービス
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ＧＡＥ概要

Google App Engine（GAE）とは
Google提供のクラウドコンピューティングサービス
Google提供のSDKを使用して、Java・Pythonで
開発したWEBアプリケーションをGoogle上で、
実行することができる。
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ＧＡＥ概要

特徴

リソース制限
ネットワーク帯域

CPU使用量
リクエスト数

データストア BigTable
一般的なリレーショナルデータベースではない
BigTableというGoogle独自のデータベースを使用
SQLではなくGQLを使用してデータアクセスを行う
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ＧＡＥ概要

Google App Engine利用のメリット・デメリット
メリット

Googleリソース利用により、インフラ整備が不要
１クリックでデプロイできる容易さ

各種制限内ならば無料で利用可能

デメリット
Google SDK依存により、内部動作が分かりにくい
データストアがRDBではなく、BigTableであるため、
開発方法に慣れる時間が必要

Java APIでソケットが使用できないなど制限
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気象庁情報取得サービス：概要

Web
ブラウザ
Silverlight

基礎自治体

住民

Android
携帯端末

IIS/SL（プレゼンテーション層）

現在気象
災害情報表示
（天気予報・台風など）

過去気象
災害情報表示
（天気予報・台風など）

Web
ブラウザ
ASP.NET

施設・雨量・ライフライン
情報入力

Google
Maps

天気図
など

GoogleAppEngine（コントロール層）

施設・雨量・ライフライン
登録

BigTable
（キーバリュー型）

現在気象災害情報
登録管理

災害時写真登録・管理
気象庁防災情報配信

危機管理配信業者A社
（Webサービス実証部会）

過去気象災害情報
登録管理

写真URI、
現在と過去の
災害情報、
施設、雨量、
ライフライン

気象庁
災害情報XML作成

気象庁（気象業務支援センター）
登録

危機管理配信業者B社（関西部会）

取得

予報
警報

②②気象庁情報取得サービス気象庁情報取得サービス
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気象庁情報取得サービス：概要

提供サービス

気象庁発信の情報を返すサービス

気象庁発信の各種警報・注意報などの情報

自治体提供の情報

災害時は、警報情報や現在利用可能な避難所
などの情報を検索できる。

平常時は、過去の災害情報や各種施設の情報
などを検索できる。災害時だけでなく、平常時も
利用できるサービスを目指している。
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気象庁情報取得サービス：概要

提供サービス

検索に必要な以下の情報を管理している。

雨量、施設、避難所情報
自治体により直接入力

写真情報
住民が撮影した写真をコメントを付与して登録する。その
後自治体が承認した写真のみを受信する

防災情報
気象庁が発令した防災XMLを気象庁から直接受信する
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気象庁情報取得サービス：構成

写真、
コメント

現在及び
過去の
気象災害
情報の
検索サービス

Web
ブラウザ

防災情報
XML

BigTable
（キー・バリュー型）

写真情報

防災情報

住民

自治体

WEB
ブラウザ

雨量、施設、
避難所情報

気象庁

住民

GAE
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気象庁情報取得サービス：内容

気象庁情報取得サービスの詳細

気象庁より取得した時系列予報を
検索するサービス

時系列予報検索

天気予報検索

非常時に使用可能な施設情報を検
索するサービス

非常時施設情報検索避難所・施設情報
検索

現在開設されている避難所を検索
するサービス

現在避難所検索

過去に開設された避難所を検索す
るサービス

過去避難所検索

過去に発令された警報・注意報を検
索するサービス

警報・注意報検索

気象庁より取得した気象概要を検
索するサービス

概要情報検索

気象庁より取得した週間天気予報
の検索サービス

週間天気予報検索

過去情報検索

気象庁より取得した警報情報を検
索するサービス

警報情報検索警報情報検索

概要気象庁情報取得サービス名
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気象庁情報取得サービス：内容

気象庁情報取得サービスの詳細

過去情報検索 過去に発表された台風情報を検索
するサービス

台風情報検索

過去に発表された雨量を検索する
サービス

雨量検索

発表された土砂災害情報を検索す
るサービス

土砂災害警戒情報検索

発表された河川洪水予報を検索す
るサービス

指定河川洪水予報検索

発令された地方海上警報を検索す
るサービス

地方海上警報検索防災XML情報検索

災害時に撮影・登録された写真情
報を検索するサービス

災害状況検索災害状況検索

府県潮位情報検索

記録的短時間大雨情報検索

発表された潮位情報を検索するサ
ービス

発表された大雨情報を検索するサ
ービス

概要気象庁情報取得サービス名
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気象庁情報取得サービス：データ

気象庁情報取得サービスのデータストア

地域毎の開設された避難所の情報を日付
単位で保持

避難所情報

地域毎の利用可能な施設の情報を施設単
位で保持

施設情報

地域毎の雨量を日付単位で保持雨量情報

地域毎の登録された写真の情報を日付単
位で保持

写真情報

気象庁より受信した防災XMLを日付、防災
情報の種類、地域などの上等と共に保持

防災XML
概要データストア名
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自治体提供サービス
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自治体提供サービス：概要

Web
ブラウザ
Silverlight

基礎自治体

住民

Android
携帯端末

IIS/SL（プレゼンテーション層）

現在気象
災害情報表示
（天気予報・台風など）

過去気象
災害情報表示
（天気予報・台風など）

Web
ブラウザ
.NET ASP

施設・雨量・ライフライン
情報入力

Google
Maps

天気図
など

GoogleAppEngine（コントロール層）

施設・雨量・ライフライン
登録

BigTable
（キーバリュー型）

現在気象災害情報
登録管理

災害時写真登録・管理
気象庁防災情報配信

危機管理配信業者A社
（Webサービス実証部会）

過去気象災害情報
登録管理

写真URI、
現在と過去の
災害情報、
施設、雨量、
ライフライン

気象庁
災害情報XML作成

気象庁（気象業務支援センター）
登録

危機管理配信業者B社（関西部会）

取得

予報
警報

③③自治体提供自治体提供
サービスサービス
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自治体提供サービス：概要

基礎自治体が管理する情報の登録、基礎自治
体情報と防災XML情報の住民への提供を目的

気象庁防災情報XMLと合わせて住民に情報提供
することで、より迅速・的確に、地域情報を
住民が把握できるようになる

※基礎自治体の情報とは、地域の雨量、地域の施設情報、
災害時の避難所開設に関する情報
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自治体提供サービス：画面構成

GoogleMapsAPIを利用

JavaScriptを利用して
緯度、経度情報
を取得

Silverlightを利用

地域コードをGAEより取得

雨量登録
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自治体提供サービス：画面構成

施設登録

避難所フラグをONにすると、
避難所として将来利用する施設とみなす
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自治体提供サービス：画面構成

避難所開設登録

避難所フラグをON（避難所候補）にした
施設の一覧をGAEから取得し表示されるため、
選択して開設登録を行う。
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自治体提供サービス：データ

管理対象データ
雨量

年月日、雨量、地域コード、緯度経度

施設情報

施設ID,施設名称（学校や病院など）、地域コード、避難所フラグ（避難
所候補）、緯度経度

（災害時等に）開設する避難所情報

（開設）年月日、[施設名称、地域コード、避難所フラグ、緯度経度]
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自治体提供サービス：適用技術

技術要望と解決策
より迅速にサービス公開したい

⇒クラウド型の開発環境の利用

操作性の良い画面の実現、ただしプログラム配布など運用は容易

⇒ RIA（Rich Internet Applications）の採用
⇒地図を利用したマッシュアップ

適用技術
Microsoft Silverlight

RIAでWebブラウザを利用しながらも、操作性豊かなUIを実現
Google Maps
地図表示、ポインタ位置の緯度経度を割り出す仕組みに利用

Google App Engine(GAE）
クラウド型の開発環境。Javaサーブレットを配置し、公開

Google BigTable
自治体が登録する雨量・施設情報等を格納するデータベースに利用
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自治体提供サービス：アプリ構造

コンパイル後のファイル構成

HTML
JavaScript

.xap
（Silverlightバイナリ）

Google
Maps

Google App Engine
地域コード、
施設名称を
取得(JDOQL)

入力内容を
オブジェク
ト登録(JDO)

JDO：Java Data Object(s) 

Google BigTable
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自治体提供サービス：アプリ構造

コンパイル後のファイル構成

.xap
（Silverlightバイナリ）

main.xaml

main.xaml.cs

UI設定情報

ロジック(C#)

コンパイル

TabControl、TabItemなどの
Silverlightコントロールを利用

Microsoft 
Expression Blend 
3を利用
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自治体提供サービス：技術課題

ＧＡＥの不具合

「施設登録」で施設を
繰り返し登録後、「避
難所開設登録」で、繰
り返し、同一の地域
コードを選択して、施
設名称を選択しようと
したら、施設がリストさ
れなかった。
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© XML Consortium

自治体提供サービス：技術課題

ＧＡＥの不具合
現象

「避難所開設登録」で、繰り返し、同一の地域コードを選択して、施設
名称を選択しようとしたら、施設がリストされなかった。

原因

高速検索を実現するため、同一のクエリを発行した場合はBigTableで
はなくキャッシュを読みにいく。

対処

クエリに引き渡すパラメータに、areacd=xxxx&t=xxxxという形でクライ
アント時刻をダミーでセットし、異なるHTTPリクエストを発行してデータ
を参照するようにした。
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© XML Consortium

自治体提供サービス：技術課題
ＧＡＥの BigTable利用時の考慮点
リレーションを定義できないため、アプリケーション側で操作が必要。

GAEでは非所有関係の構築にはまだ対応していない（2010/1現在）
BigTableにデータ格納後、データ項目の属性を変更しても、既に登
録したデータは変わらない。

JavaDataObjectとして気軽に格納できるため、RDBを意識しながら
SQL発行する手間が省け、小規模開発には向く
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© XML Consortium

自治体提供サービス：技術課題
JavaScriptとSilverlightの連携

JavaScriptか
らSilverlight
のオブジェク
トを直接取得
できない。

どのタブの緯
度経度にセッ
トすればよい
か分らない。

タブ位置を返す
外部I/Fを作成
した。
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© XML Consortium

住民情報サービス
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© XML Consortium

住民情報サービス：概要

Web
ブラウザ
Silverlight

基礎自治体

住民

Android
携帯端末

IIS/SL（プレゼンテーション層）

現在気象
災害情報表示
（天気予報・台風など）

過去気象
災害情報表示
（天気予報・台風など）

Web
ブラウザ
.NET ASP

施設・雨量・ライフライン
情報入力

Google
Maps

天気図
など

GoogleAppEngine（コントロール層）

施設・雨量・ライフライン
登録

BigTable
（キーバリュー型）

現在気象災害情報
登録管理

災害時写真登録・管理
気象庁防災情報配信

危機管理配信業者A社
（Webサービス実証部会）

過去気象災害情報
登録管理

写真URI、
現在と過去の
災害情報、
施設、雨量、
ライフライン

気象庁
災害情報XML作成

気象庁（気象業務支援センター）
登録

危機管理配信業者B社（関西部会）

取得

予報
警報

①①住民情報サービス住民情報サービス
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© XML Consortium

住民情報サービス：アプリ構造

IIS(プレゼンテーション層)

Webブラウザ

GoogleAppEngine
（サービス:REST）

警報・注意報

施設情報

雨量情報取得Web API
（サービス：REST）

テキストー雨量検索

・・・・

注意報・警報
取得処理

地域情報
取得処理

雨量
取得処理

画面（MainForm.aspx)

初期処理

検索処理

・・・・

ASP.NET
Webサービス

Javascript
地図マーカー
情報取得

地域情報（写真）
施設情報
取得処理

避難所情報
避難所情報
取得処理

施設マーカー
情報取得

避難所マーカー
情報取得

・・・・

HTML

地図
Googleマップ

Javascript
注意報・警報
情報取得

注意報・警報
取得処理
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© XML Consortium

住民情報サービス：開発環境

OS：
Window Vista Home Premium SP2
統合開発環境：

Visual Web Developer 2008 Express Edition
開発言語：

ASP.NET
Webサービス、AJAX Toolkit

C#、.NET Framework 3.5
地図：

Google Maps API version 2
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© XML Consortium

住民情報サービス：概要

「我が事と思える情報」
の提供を目指しました！

「住んでる地域の情報」 を提供
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© XML Consortium

住民情報サービス：概要

「我が事と思える情報」の提供を目指しました

①現時点の情報
警報・注意報、台風情報
天気予報
避難所情報

リアルタイムで情報表示することで、避難時の防災
に役立てます。
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© XML Consortium

住民情報サービス：概要

「我が事と思える情報」の提供を目指しました

②過去の情報
過去日の気象警報・注意報、台風情報
過去日に開設された避難所情報
水害状況（写真、文章）

過去の体験記憶を喚起することで、住民の防災意

識を高めます。
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© XML Consortium

住民情報サービス：概要

②過去の情報①現時点の情報

「我が事と思える情報」の提供を目指しました

情報・地図：「住んでる地域」に限定
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© XML Consortium

住民情報サービス：防災ＸＭＬ活用

■防災XMLの利用
「気象庁防災情報XMLフォーマットVer.1.0 参考資料 サン
プルファイルリスト」より、以下を利用

気象警報・注意報
全般台風情報（総合情報、上陸等情報）
府県週間天気予報
天気概況
地方海上警報
指定河川洪水予報
土砂災害警戒情報
記録的短時間大雨情報
府県潮位情報
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© XML Consortium

住民情報サービス：防災ＸＭＬ活用

•気象警報・注意報
•全般台風情報（総合情報、上陸等情報）

•府県週間天気予報

•天気概況

•地方海上警報
•指定河川洪水予報
•土砂災害警戒情報
•記録的短時間大雨情報
•府県潮位情報

■防災XMLの利用
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© XML Consortium

住民情報サービス：画面構成

•府県週間天気予報

•天気概況

•地方海上警報
•指定河川洪水予報
•土砂災害警戒情報
•記録的短時間大雨情報
•府県潮位情報

•地域情報過去検索
過去情報として登録されている地域の写真を検索

①現時点の情報 （初期画面）

•気象警報・注意報 台風情報
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© XML Consortium

住民情報サービス：画面構成

情報なし

情報あり

リアルタイムの情報を表示するため
⇒ ２分間隔で情報更新

①現時点の情報 気象警報・注意報 台風情報
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© XML Consortium

住民情報サービス：画面構成

•現在開設中の避難所

•現時点（当日）の地域情報
災害写真が登録されている地点

•まだ開設されてない避難所

•施設情報

①現時点の情報 地図表示情報
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© XML Consortium

住民情報サービス：画面構成

②地域情報検索

検索条件
•日付による検索
•雨量による検索

• 雨量直接入力
• テキスト⇒雨量変換

検索結果
•雨量の表示

• 雨量入力時
• テキスト⇒雨量変換時

•自由入力
• テキスト⇒雨量変換時の入力値

•該当写真件数／日付毎件数
• 登録されている情報の件数を表示

•地域情報の表示
• 日付毎にソートして表示
• 日付、写真、コメントを表示
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© XML Consortium

住民情報サービス：画面構成

③検索結果クリック⇒過去日の情報表示
•地図の中心が写真撮影場所になる
•過去日（写真の撮影日）の情報を表示

•開設された避難所（紫）
•雨量（青色）

•過去日（写真の撮影日）の情報を表示
•気象警報・注意報
•台風情報

過去日（写真の
撮影日）の日付
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© XML Consortium

住民情報サービス：画面構成

④カレンダーの選択 当日⇒過去日

当日：2010/03/05の状態
この状態から、
カレンダーで2009/08/06を選択
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© XML Consortium

住民情報サービス：画面構成

④カレンダーの選択 当日⇒過去日

過去日：
2009/08/06になる

警報・注意報、台風情報は、常に現在の情報を表示
⇒注意喚起をうながすため

過去日2009/08/06の
警報・注意報、台風情報を表示

過去日2009/08/06の
雨量、開設された避難所、地域情報

右側の情報は変わらない


